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とみおか議会だより 178号3

災害復興予算 可決災害復興予算 可決災害復興予算 可決

・歳　入………………１年間のすべての収入のこと
・町　税………………皆さんが町に納めた税金
・繰入金………………各種基金から繰り入れられたお金
・繰越金………………前年度から繰り越されるお金
・財産収入……………町が持つ財産を運用したり売ったりしたお金
・諸収入………………雑入など、その他の様々な収入
・使用料及び手数料…住民票等を取得する際に手数料として払ったお金
・分担金及び負担金…特定の利益を受けた方から負担していただいたお金
・国庫・県支出金……特定の目的のために国や県から交付されたお金
・町　債………………町の借金のこと。大きな事業を行なうために、

国や金融機関から借り入れたお金
・地方譲与税…………国が徴収した自動車重量税などから配分されたお金
・地方交付税…………財政運営上の不足額を補う普通交付税、東日本

大震災対応のため減収の補填や復興の財源として
交付される震災復興特別交付税の総称

・各種交付金…………所得税や自動車取得税など国や県から配分され
たお金

・歳　出…………１年間のすべての支出のこと
・議会費…………議会の活動に要する経費
・総務費…………全般的な管理に要する経費等
・民生費…………町民が一定水準の生活と安定

した社会生活を保障するのに
必要な経費

・衛生費…………町民が健康にして衛生的な生
活環境を保持するための経費

・農林水産業費…農林水産業の振興に要する経費
・商工費…………商工業の振興に要する経費
・土木費…………土木事業に要する経費
・消防費…………消防に要する経費
・教育費…………教育関係に要する経費
・災害復旧費……災害によって生じた被害の復旧

に要する経費
・公債費…………町債返済に要する経費

予 算 用 語 の 説 明

総務費
23億9331万円（22.9％）

民生費
22億3869万円（21.4％）

土木費
16億6745万円（16％）

教育費
5億4094万（5.2％）

災害復旧費
2億1739万円（2.1％）

その他
1億3765万円（1.3％）

公債費
2億8712万円（2.7％）

農林水産業費
5億6997万円
（5.5％）

衛生費
9億8870万円
（9.5％）

消防費
9億8779万円
（9.5％）

商工費
2億9065万円（2.8％）

議会費
1億1379万円（1.1％）

自主財源
38億6639万円
（37.1％）

町税
14億1298万円
（13.5％）

財産収入
587万円（0.1％）

繰越金・諸収入
1億5541万円（1.5％）

使用料及び手数料等
760万円（0.1％）

繰入金
22億6583万円
（21.7％）

分担金・負担金
1870万円（0.2％）

国庫支出金
38億2959万円
（36.7％）

県支出金
5億8352万円
（5.6％）

町債
1000万円（0.1％）

その他
2億3455万円（2.2％）

地方交付税
19億940万円
（18.3％）

依存財源
65億6706万円
（62.9％）

歳入 104億3345万円歳出 104億3345万円

一般会計予算　104億3345万円
 特別会計予算　72億6361万円

26年度
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復旧・復興に向け加速復旧・復興に向け加速復旧・復興に向け加速
東日本大震災から３年東日本大震災から３年東日本大震災から３年

　平
成
26
年
３
月
12
日
か

ら
18
日
ま
で
の
７
日
間
の

会
期
で
３
月
定
例
会
を
開

催
し
、
平
成
26
年
度
当
初

予
算
な
ど
の
議
案
32
件

を
慎
重
な
審
議
を
経
て
す

べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に

関
す
る
意
見
書
や
手
話
言

語
法
制
定
を
求
め
る
意
見

書
を
政
府
に
提
出
す
る
こ

と
を
可
決
し
ま
し
た
。

　一
般
質
問
で
は
３
議
員

が
登
壇
し
、
当
面
す
る
行

政
の
問
題
点
な
ど
を
問
い

た
だ
し
ま
し
た
。

３
月
定
例
会
の 

あ
ら
ま
し

当
初
予
算
の
特
徴

◆
歳
入（
収
入
）

　町
税
の
減
免
措
置
に
よ
り
自
主
財
源
の
確
保
が
難
し

く
、
国
県
等
の
依
存
財
源
が
全
体
の
62
・
９
％
を
占
め
る

65
億
６
７
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
基
金（
貯
金
）か
ら

22
億
６
５
８
３
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

◆
歳
出（
支
出
）

　町
道
や
橋
梁
の
復
旧
事
業
の
本
格
化
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
か
か
る
土
木
費
を
前
年
度
の
倍
額
、
16
億
６
７
４
４

万
円
計
上
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
公
債
費
は
前
年
度
よ
り
６
２
３
４
万
円
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

おぼえておきたい、この『数字』
◎25年度末　地方債（借金）残高
 63億7945万円
　※町民一人あたりの借金　約44万円
 （利子は含まれません）

◎25年度末　基金（貯金）残高
 93億3821万円
　※町民一人あたりの貯金　約65万円

◎26年度見込　公債費（借金返済）
 元金　６億3211万円
 利子　１億6598万円
　※町民一人あたりの借金返済　約５万円
 （利子を含む）

※町民一人あたりの金額は、平成26年３月末現在
の住民登録人口数14,202人で除した金額です。

平成26年度の各会計予算額（全会一致で可決）
会　計　別 本年度予算額 前年度予算額 対　比　率

一　般　会　計 104億3345万円 78億1349万円 33.5％増

特

　別

　会

　計 

国 民 健 康 保 険 28億9702万円 21億209万円 37.8％増
公 設 地 方 卸 売 市 場 （廃止） 2万円 －
蛇 谷 須 特 環 下 水 道 3238万円 3019万円 7.2％増
公 共 下 水 道 26億6461万円 6億1117万円 335.9％増
農 業 集 落 排 水 2億2907万円 1億3143万円 74.2％増
曲 田 土 地 区 画 整 理 6252万円 307万円 1936.4％増
介 護 保 険 13億779万円 11億4986万円 13.7％増
後 期 高 齢 者 医 療 3119万円 9750万円 68.0％減
仮 設 診 療 所 3276万円 7549万円 56.6％減
介 護 サ ー ビ ス 事 業 623万円 417万円 49.4％増

合　　　計 176億9706万円 120億1852万円 47.2％増
※千円単位を切捨て表示。端数処理の関係で合計が一致しない場合があります。
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高
齢
者
支
援

問
　交
通
手
段
が
な
い

高
齢
者
へ
タ
ク
シ
ー
券
な

ど
を
支
給
し
、
盛
大
な
敬

老
会
を
。

答
　健
康
福
祉
課
長

　応
急
仮
設
住
宅
か
ら
開

催
会
場
ま
で
の
バ
ス
運
行

や
最
寄
り
の
バ
ス
停
の
案

内
な
ど
を
行
な
い
ま
す
が
、

今
後
、
金
銭
的
支
援
を
検

討
し
ま
す
。

環
境
衛
生
対
策

問
　家
庭
ご
み
の
清
掃

活
動
に
町
民
有
志
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
活
用
し
て
は
。

答
　生
活
環
境
課
長

　就
業
し
て
い
る
方
を
考

慮
す
れ
ば
平
日
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加
協
力
は
難
し

い
と
は
思
い
ま
す
が
、
前

向
き
に
検
討
し
ま
す
。

健
康
管
理

問
　健
康
手
帳
の
発
行

に
伴
い
、
内
部
被
ば
く
検

査
の
受
診
者
が
増
え
る
と

想
定
さ
れ
る
。
予
算
計
上

額
は
適
正
か
。

答
　健
康
福
祉
課
長

　災
害
支
援
の
一
つ
と
し

て
、
一
部
の
病
院
が
内
部

被
ば
く
検
査
費
用
を
無
料

と
し
て
い
る
こ
と
や
新
年

度
は
県
に
お
い
て
も
同
様

の
検
査
を
実
施
す
る
こ
と

か
ら
経
費
節
減
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　な
お
、
検
査
会
場
を
福

島
市
と
広
野
町
の
２
会
場

を
新
た
に
増
や
し
、
計
６

会
場
で
受
検
で
き
る
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。

問
　個
人
線
量
計
の
校
正

に
時
間
を
要
し
て
い
る
が
。

答
　生
活
環
境
課
長

　個
人
線
量
計
を
購
入

し
町
民
に
貸
与
し
て
い
ま

し
た
が
、
代
替
線
量
計

を
十
分
に
確
保
し
て
お

ら
ず
迷
惑
を
か
け
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　新
年
度
は
代
替
の
個
人

被
ば
く
線
量
計
を
リ
ー
ス

に
切
り
替
え
、
常
に
正
確

な
線
量
を
測
定
で
き
る
個

人
線
量
計
を
貸
与
し
ま
す
。

産
業
振
興

問
　事
業
再
開
を
し
て

い
る
商
工
会
加
盟
店
を
活

用
し
た
復
興
支
援
策
を
。

答
　産
業
振
興
課
長

　今
後
、
各
課
に
情
報
を

提
供
し
、
復
興
支
援
と
地

元
企
業
の
育
成
及
び
活
用

に
努
め
ま
す
。

教
育
政
策

問
　学
校
の
施
設
は
。

答
　教
育
総
務
課
長

　体
育
館
の
建
設
整
備
な

ど
教
育
施
設
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

問
　今
後
の
方
針
は
。

答
　教
育
総
務
課
長

　手
厚
い
学
習
教
育
と
生

活
指
導
が
受
け
ら
れ
る
メ

リ
ッ
ト
な
ど
高
い
魅
力
を

保
護
者
な
ど
に
伝
え
ま
す
。

　ま
た
、
子
ど
も
た
ち
や

そ
の
保
護
者
が
集
う
機
会

を
日
帰
り
や
宿
泊
で
開
催

す
る
計
画
を
立
て
て
お
り
、

町
と
の
関
わ
り
を
絶
や
す

こ
と
な
く
、
互
い
の
絆
を

深
め
る
よ
う
努
め
ま
す
。

問
　町
民
の
関
心
を
高

め
、
関
わ
り
を
深
め
る
中

高
一
貫
教
育
事
業
を
。

答
　教
育
総
務
課
長

　全
国
で
活
躍
し
て
い
る

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
員
は
、

富
一
中
へ
仮
入
学
後
に
猪

苗
代
中
学
校
へ
編
入
学
し

て
お
り
、
三
春
学
校
在
校

生
と
の
関
わ
り
が
希
薄
で

あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

ま
す
。

　今
後
、
交
流
機
会
を
積

極
的
に
設
け
る
と
と
も
に

広
く
町
民
に
情
報
を
発
信

し
ま
す
。

情
報
公
開

問
　メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
な

ど
で
情
報
発
信
を
。

答
　副
町
長

　情
報
発
信
手
段
の
運
営

や
管
理
の
検
証
を
行
な
い

検
討
し
ま
す
。

三春町立要田中学校体育館を借りて体育の授業を行なう
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町
民
相
互
の
交
流
促
進

問
　総
会
な
ど
、
区
民
が

集
う
機
会
を
設
け
な
い
行

政
区
も
あ
る
が
行
政
連
絡

員
に
対
す
る
指
導
は
。

答
　総
務
課
長

　区
民
が
全
国
各
地
に
避

難
を
し
て
い
る
中
で
の
総

会
な
ど
の
開
催
は
非
常
に

困
難
な
状
況
で
す
。

　改
善
策
と
し
て
、
行
政

区
に
助
成
金
を
交
付
し
、

よ
り
多
く
の
方
の
参
加
を

促
し
ま
す
。

答
　町
長

　行
政
区
長
に

は
行
政
と
区
民
を
つ
な
ぐ
重

責
が
あ
り
ま
す
の
で
、
行
政

区
を
存
続
さ
せ
る
と
と
も
に

指
導
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

問
　行
政
区
助
成
金
の

使
い
方
は
。

答
　総
務
課
長

　会
場
使
用
料
な
ど
に
充

て
る
も
の
で
す
。

問
　町
民
が
一
堂
に
会
す

る
機
会
を
。

答
　町
長

　今
後
も
十
分

に
検
討
し
、
町
民
が
再
会

し
懇
親
を
深
め
る
機
会
を

設
け
ま
す
。

問
　下
郡
山
集
会
所
を
一

時
帰
宅
者
が
集
え
る
場

と
し
て
提
供
し
て
は
。

答
　総
務
課
長

　関
係
機
関
と
協
議
し

ま
す
。

行
政
組
織
体
制
強
化

問
　い
わ
き
市
内
に
整
備

す
る
施
設
等
の
概
要
は
。

答
　総
務
課
長

　い
わ
き
市
平
北
白
土
地

内
の
約
６
千
㎡
の
土
地
を

借
用
し
、
健
康
診
断
な
ど

に
使
用
す
る
会
場
や
事
務

所
を
整
備
し
ま
す
。

住
ま
い
の
確
保
・
維
持

問
　大
玉
村
営
復
興
公

営
住
宅
へ
の
入
居
希
望
者

の
最
終
的
な
意
思
確
認
は
。

答
　企
画
課
長

　意
向
調
査
の
結
果
を
基

に
復
興
公
営
住
宅
67
戸
を

建
設
し
て
い
ま
す
が
、
入

居
に
関
す
る
最
終
確
認
を

し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
早

急
に
行
な
い
ま
す
。

問
　防
災
集
団
移
転
事

業
調
査
委
託
と
は
。

答
　企
画
課
長

　津
波
被
災
者
な
ど
が
町

内
の
高
台
な
ど
に
集
団
移

転
す
る
た
め
の
意
向
調
査

な
ど
で
あ
り
、
町
民
主
体

の
計
画
を
作
成
す
る
う
え

で
重
要
な
事
業
で
す
。

問
　応
急
仮
設
住
宅
に

居
住
す
る
高
齢
者
は
、
軽

微
な
修
繕
や
清
掃
に
苦

慮
し
て
い
る
が
。

答
　生
活
支
援
課
長

　受
益
者
負
担
を
基
本

と
し
、
修
繕
業
者
等
を
案

内
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、

軽
微
な
作
業
に
つ
い
て
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

な
ど
へ
の
発
注
も
検
討
し

ま
す
。

新
年
度
予
算
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
を

審
議
し
ま
し
た
。

い
く
つ
か
の
質
疑
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一般会計 質疑

松尾病院

平消防署
統合庁舎
平消防署
統合庁舎

いわき郵便局いわき郵便局 文

文

いわき短大

東日本国際大東日本国際大

JR常磐線JR常磐線

予定地
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たたたたたたたたたたたたたたたたたた

ま
り
ま
し
た
し
たたた

り
ま
しししし
ま
し
ままま
り
ま
り
ま
りりりりりり
ままま
りりりり
ままま
しし
たたたたたた

こ
ん
な
こ
と
が

な
こ
と
が

ここ
ん
こ
ん
こここここここ
ん

が

な
こ
と
が

な
こ
と
が

な
こ
と
が

決決
ま
り
ま
し
た

こ
ん
な
こ
と
がま

り
ま
し
た

こ
ん
な
こ
と
が

決

　教
育
長
の
辞
任
に
伴
い

空
席
と
な
っ
て
い
た
教
育

委
員
に
石
井
賢
一
さ
ん
を

同
意
し
ま
し
た
。

　任
期
は
平
成
29
年
３
月

31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

 

（
賛
成
11
票
・
反
対
２
票
）

﹇
略

　歴
﹈

昭
和
28
年
生

　60
歳

平
成
26
年
３
月

浪
江
小
学
校
長
を
退
職

教
育
委
員
２
人
を
同
意

 

石
井

　賢
一
さ
ん

 

猪
狩
い
づ
み
さ
ん

　教
育
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
新
た
に
、
猪
狩

い
づ
み
さ
ん
を
同
意
し
ま

し
た
。

　任
期
は
平
成
30
年
３
月

31
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

 

（
賛
成
11
票
・
反
対
２
票
）

﹇
略

　歴
﹈

昭
和
35
年
生

　53
歳

町
立
幼
稚
園
保
護
者
会
長

富
岡
一
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長

被
災
者
に
対
す
る

町
税
な
ど
を
減
免

　東
日
本
大
震
災
等
の
被

害
を
受
け
た
納
税
者
等
が

納
付
す
べ
き
平
成
26
年
度

の
１※
町
民
税
や
介
護
保
険

料
な
ど
を
前
年
度
に
引
き

続
き
減
免
し
ま
す
。

 

（
全
会
一
致
・
原
案
可
決
）

１※
町
民
税
は
個
人
所
得
金
額

に
よ
っ
て
減
免
率
が
変
わ
り

ま
す
。

み
ん
な
で
暴
力
団
を

追
放

　町
民
が
安
全
で
平
穏
な

生
活
を
確
保
し
、
社
会
経

済
活
動
の
健
全
な
発
展
に

寄
与
す
る
た
め
、
暴
力
団

の
排
除
を
積
極
的
に
推
進

し
ま
す
。

 

（
全
会
一
致
・
原
案
可
決
）

下
水
道
な
ど
の
使
用
料

内
税
か
ら
外
税
へ

　下
水
道
や
農
業
集
落

排
水
施
設
使
用
料
に
か
か

る
消
費
税
を
内
税
か
ら
外

税
と
し
ま
す
。

　ま
た
、
下
水
道
使
用
料

や
農
業
集
落
排
水
施
設

使
用
料
の
徴
収
を
２
カ
月

ご
と
に
行
な
い
ま
す
。

 

（
全
会
一
致
・
原
案
可
決
）

町
三
役
の
給
与

減
額
率
５
％

　平
成
26
年
度
の
町
長
、

副
町
長
お
よ
び
教
育
長
の

給
与
を
５
％
減
額
し
ま
す
。

 

（
全
会
一
致
・
原
案
可
決
）

卸
売
市
場
会
計
を
廃
止

施
設
は
適
正
に
管
理

　卸
売
市
場
の
事
業
再
開

が
困
難
で
あ
る
た
め
廃
止

と
し
ま
し
た
。

　な
お
、
施
設
の
維
持
管

理
は
適
切
に
行
な
い
ま
す
。

 

（
全
会
一
致
・
原
案
可
決
）

石井　賢一さん
（西　原）

猪狩いづみさん
（太　田）

人事案件・条例

人
事
案
件

人
事
案
件

条

　例

条

　例

活気あふれた青果市場も当面休止

現行額と５％削減後との比較
町　長 副町長 教育長

現行額 774,300円 611,800円 579,500円

減額後 735,600円 581,300円 550,600円
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特別会計 質疑

問
　被
害
状
況
は
。

答
　復
興
推
進
課
長

　区
域
内
の
59
棟
が
全
壊

や
流
失
し
ま
し
た
。

問
　委
託
調
査
概
要
は
。

答
　復
興
推
進
課
長

　土
地
の
移
動
状
況
の
確

認
と
津
波
被
災
を
受
け
た

未
整
備
地
を
含
め
た
事
業

計
画
の
変
更
設
計
で
す
。

問
　曲
田
土
地
区
画
地

以
外
で
あ
る
富
岡
駅
南

側
も
甚
大
な
津
波
被
害

を
受
け
た
。

　津
波
被
災
地
の
整
備
も

考
慮
し
、
土
地
区
域
の
面

積
を
拡
大
し
た
計
画
を
。

答
　復
興
推
進
課
長

　津
波
被
害
を
受
け
た

曲
田
土
地
区
画
西
部
の
駅

前
周
辺
は
別
事
業
で
対
応

し
ま
す
。

問
　Ｊ
Ｒ
富
岡
駅
の
協
議

は
。

答
　町
長

　ホ
ー
ム
を
そ

の
ま
ま
活
か
し
、
駅
舎
を

駅
前
駐
車
場
周
辺
に
移
設

す
る
こ
と
で
協
議
し
て
い

ま
す
。

問
　鉄
道
の
復
旧
は
。

答
　企
画
課
長

　Ｊ
Ｒ
は
帰
還
す
る
見

込
み
が
な
く
利
用
者
が

な
い
現
状
で
の
復
旧
作
業

に
躊
躇
し
て
い
ま
す
の
で
、

災
害
復
興
計
画
に
併
せ

５
年
間
で
の
復
旧
整
備

を
求
め
ま
す
。

コ
ココココ

を

問問問
質
問

コ
コ
を
質
問

コ
コ
を
質
問

復旧・復興　重要施策
土地利用計画を新たに

震災以前の曲田土地区画（平成22年６月撮影）

津波の被災を受けた富岡駅。復旧の見込みはまだみえない。

曲
田
土
地
区
画
整
理
事
業
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　平
成
25
年
度
補
正
予

算
は
、
事
業
の
完
了
や
整

理
に
伴
い
減
額
補
正
が
目

立
ち
ま
し
た
。

　議
員
は
、
約
一
千
億
と

言
わ
れ
て
い
る
除
染
事
業

が
特
定
企
業
の
利
益
に
つ

な
が
る
傾
向
を
懸
念
し
、

地
元
企
業
の
育
成
や
雇
用

創
出
の
場
を
強
く
要
望
し

ま
し
た
。

　ま
た
、
刻
一
刻
と
変
化

す
る
情
勢
に
対
応
し
奮
闘

し
て
い
る
こ
と
を
認
め
る

も
の
の
、
事
業
の
概
要
説

明
が
不
足
し
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
、
早
期
な
年
間

事
業
計
画
と
丁
寧
な
説
明

を
求
め
ま
し
た
。

地
元
企
業
の
育
成

問
　除
染
事
業
を
受
託

し
て
い
る
大
手
ゼ
ネ
コ
ン

に
対
し
、「
地
元
企
業
育

成
枠
」を
設
け
、
地
元
企

業
の
参
加
を
促
し
て
は
。

答
　復
興
推
進
課
長

　町
の
要
望
に
応
え
、
環

境
省
も
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
が
、
結
果
と
し
て

受
注
す
る
ま
で
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。

答
　町
長

　企
業
に
要
望
す
る
こ
と

は
難
し
い
で
す
が
、
一
歩

踏
み
込
ん
だ
努
力
も
必
要

と
感
じ
て
い
ま
す
。

要
望
姿
勢
の
強
化

問
　国
は
町
の
要
望
も

聞
き
入
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

条
件
闘
争
も
必
要
で
は
。

答
　町
長

　国
の
要
請
受
諾
を
条
件

と
し
た
要
望
の
実
現
は
、

全
町
民
の
理
解
が
得
ら
れ

る
か
は
疑
問
に
感
じ
ま
す

の
で
、慎
重
に
対
応
し
ま
す
。

改
善
策
の
明
確
化

問
　諸
課
題
に
対
す
る

改
善
策
の
丁
寧
な
説
明
を
。

答
　町
長

　年
間
事
業
計
画
を
早

急
に
示
し
、
議
論
で
き
る

時
間
を
十
分
確
保
し
た
上

で
、
事
業
展
開
し
ま
す
。

一般会計一般会計

平成25年度３月補正予算を可決しました。
（全会一致・原案可決）

特別会計を含めた総額は148億7325万円に

補正予算

こ
こ
を
提
言

ここ
こ
を
こ
を
提提
言言

こ
こ
を
提
言

こ
こ
を
提
言

一般会計および特別会計　補正予算額
会　計　別 当初予算額 ３月補正額 補正後の予算額

一　般　会　計 78億1349万円 △171万円 87億7930万円

特

　別

　会

　計

国 民 健 康 保 険 21億209万円 2812万円 31億2226万円
公設地方卸売市場 2万円 － 2万円
蛇谷須特環下水道 3019万円 △490万円 8078万円
公 共 下 水 道 6億1117万円 △1260万円 9億7973万円
農 業 集 落 排 水 1億3143万円 △1020万円 4億577万円
曲田土地区画整理 307万円 △36万円 309万円
介 護 保 険 11億4986万円 △310万円 14億1765万円
後 期 高 齢 者 医 療 9750万円 △103万円 3059万円
仮 設 診 療 所 7549万円 △811万円 4724万円
介護サービス事業 417万円 29万円 679万円

合　　　計 120億1852万円 △1361万円 148億7325万円
※千円単位を切捨て表示。端数処理の関係で合計が一致しない場合があります。
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公益に関わる意見書 採択公益に関わる意見書 採択
今定例会に提出された２つの意見書を慎重に審議した結果、採択しました。

また、その実現に向けた要請を国や関係機関に行ないました。
○
請
願
者

　ふ
た
ば
農
業
協
同
組
合

　代
表
理
事
組
合
長

 
志
賀
秀
榮

○
紹
介
議
員

 

山
本
育
男

　議
員

○
採
決
結
果

　全
会
一
致
・
原
案
可
決

【
要

　旨
】

　政
府
の
主
要
閣
僚
お

よ
び
与
党
幹
部
は
、
国

会
お
よ
び
自
民
党
に
よ
る

決
議
を
守
る
と
の
交
渉

姿
勢
を
堅
持
し
て
お
り
、

今
後
と
も
国
益
を
か
け

た
極
め
て
厳
し
い
交
渉
が

続
く
と
予
想
さ
れ
る
が
、

政
府
は
い
か
な
る
状
況
に

お
い
て
も
、
現
在
の
姿
勢

を
断
固
と
し
て
貫
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　ま
た
、
今
も
な
お
、
交

渉
内
容
に
つ
い
て
の
十
分

な
情
報
は
開
示
さ
れ
な
い

ま
ま
で
あ
り
、
早
急
に
十

分
な
情
報
を
開
示
す
べ
き

で
あ
る
。

　以
上
を
踏
ま
え
、
政
府

に
対
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に

お
い
て
下
記
の
事
項
を
必

ず
実
現
す
る
よ
う
強
く
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

１
．
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
い

て
、
衆
参
農
林
水
産
委

員
会
決
議
や
自
民
党

決
議
を
必
ず
実
現
す

る
こ
と
。

２
．
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す

る
国
民
へ
の
情
報
開
示

を
徹
底
す
る
こ
と
。

○
提
出
先

　衆
参
議
院
議
長

　内
閣
総
理
大
臣

　内
閣
官
房
長
官

　外
務
大
臣

　農
林
水
産
大
臣

　経
済
産
業
大
臣

○
請
願
者

　社
団
法
人

福
島
県
聴
覚
障
害
者
協
会

 

会
長

　吉
田
正
勝

○
紹
介
議
員

 

宇
佐
神
幸
一

　議
員

○
採
決
結
果

 

全
会
一
致
・
原
案
可
決

【
要

　旨
】

　国
連
の
障
害
者
権
利
条

約
に
は「
手
話
は
言
語
」で

あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
日
本
で
は

国
・
地
方
公
共
団
体
に
対

し
て
情
報
保
障
施
策
を
義

務
づ
け
と
し
て
い
る
。

　手
話
が
音
声
言
語
と

対
等
な
言
語
で
あ
る
こ
と

を
広
く
国
民
に
広
め
、
手

話
を
言
語
と
し
て
普
及
で

き
る
環
境
整
備
に
向
け
た

法
整
備
を
実
現
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　よ
っ
て
、
次
の
事
項
を

講
ず
る
よ
う
強
く
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

　手
話
を
言
語
と
し
て
普

及
、
研
究
す
る
こ
と
の
で

き
る
環
境
整
備
を
目
的
と

し
た「
手
話
言
語
法（
仮

称
）」を
制
定
す
る
こ
と
。

○
提
出
先

　衆
参
議
院
議
長

　内
閣
総
理
大
臣

　厚
生
労
働
大
臣

国
益
を
か
け
た
交
渉
と

 

情
報
開
示
を
手
話
言
語
法
の
制
定

 

更
な
る
環
境
整
備
に

【
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に

 

関
す
る
意
見
書
】

【
手
話
言
語
法
制
定
を 

 

求
め
る
意
見
書
】



一般質問は、議員が町の行財政全般にわたって執行機関に問題点をただし、所信の表明
を求めて政治姿勢を明らかにするものです。

■１
遠
藤

　一
善 
議
員 
・・・・・・・ 

12

 

１
．放
射
線
学
習
に
つ
い
て

 

２
．再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て

■２
堀
本

　典
明 

議
員 

・・・・・・・
13

 

１
．町
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

■３
渡
辺

　三
男 

議
員 

・・・・・・・
14

 

１
．フ
ク
シ
マ
エ
コ
テ
ッ
ク
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

 

２
．解
体
除
染
に
つ
い
て

ズバ ！！リ

う町政問を

一般質問

３月定例会の一般質問に３議員が登壇し、町の対応や考えなどを問いました。
この紙面では、質問した順に質疑応答の要点をお知らせします。
なお、この模様は動画配信しています。町民タブレットなどで是非ご視聴下さい。

３議員が
質　問

動画配信中！
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任期：平成26年３月31日～平成28年３月30日　◎：委員長　○：副委員長

議会選出の審議会委員
　●都市計画審議会委員　〔 堀本　典明 議員・安藤　正純 議員〕
　●青少年問題協議会委員　〔 早川　恒久 議員・安藤　正純 議員・宇佐神幸一 議員〕
　●総合開発審議会委員　〔 渡辺　光夫 議員・黒澤　英男 議員〕
　●民生委員推薦会委員　〔 早川　恒久 議員・渡辺　英博 議員〕
　● 農 業 委 員 会 委 員　〔 渡辺　三男 議員〕

総 務
常 任 委 員 会

［所管課］ 総務課・企画課・税務課・いわき支所・教育総務課・
　　　　 健康福祉課・住民課・出納室・議会事務局

高橋　　実 議員・渡辺　光夫 議員・
安藤　正純 議員

　塚野　芳美 議員・○早川　恒久 議員・
◎遠藤　一善 議員・　三瓶　一郎 議員

後列左から

前列左から

議 会 運 営 委 員 会 ◎宇佐神幸一 議員　○渡辺　光夫 議員
　遠藤　一善 議員・　山本　育男 議員・渡辺　三男 議員

産 業 復 興
常 任 委 員 会

［所管課］ 産業振興課・復旧課・復興推進課・生活環境課・生活支援課・
　　　　 農業委員会

渡辺　英博 議員・山本　育男 議員・
宇佐神幸一 議員

　高野　　泰 議員・○堀本　典明 議員・
◎渡辺　三男 議員・　黒澤　英男 議員

後列左から

前列左から

第２回
臨時会
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堀本 典明 議員

問

答

魅力ある町・戻りたい町を
心の復興をとげる計画を目指す

チェルノブイリ原発事故で移住した新しいまち

策
定
し
ま
す
。

　特
に
、
町
の
復
興
に

向
か
う
機
運
を
高
め
る

道
筋
を
示
し
心
の
復
興

を
と
げ
る
計
画
を
作
り

あ
げ
、
幅
広
い
年
代
、

多
く
の
町
民
に
と
っ
て

魅
力
あ
る
方
策
を
、
中

長
期
的
な
展
開
も
視
野

に
い
れ
、
わ
か
り
や
す

く
示
し
て
い
き
ま
す
。

問
　富
岡
町
の
20
年
後
、

30
年
後
を
考
え
、
町
民

が「
魅
力
が
あ
る
町
」「
戻

り
た
い
と
思
え
る
町
」と

な
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

が
必
要
で
は
。

答
　町
長

　町
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
を
的
確
に
踏
ま

え
つ
つ
、
未
来
の
富
岡
の

創
造
に
向
け
た
本
格
的

な
復
興
計
画
と
な
る
第

二
次
災
害
復
興
計
画
を

問
　町
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
と
な
る
第
二
次

災
害
復
興
計
画
は
、
数

年
先
と
数
十
年
先
を
見

据
え
た
２
つ
の
考
え
方

で
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

答
　企
画
課
長

　環
境
の
変
化
に
対
応

す
べ
く
、
中
長
期
的
な
視

野
に
立
ち
策
定
し
ま
す
。

　な
お
、
策
定
に
あ
た
っ

て
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
含
め
て
議
論
し
ま
す
。

問
　有
識
者
等
の
多
様

な
意
見
を
取
り
入
れ
た

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画

を
元
に
第
二
次
災
害
復

興
計
画
を
作
成
す
る
と

思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ま

で
に
な
く
、
型
に
は
ま

ら
な
い
新
た
な
発
想
が

必
要
で
は
。

答
　町
長

　建
設
的
で
活
発
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
る
機
会

を
設
け
、
貴
重
な
意
見

を
集
約
し
ま
す
。

問
　時
間
に
制
約
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
議
論
の

場
を
。

答
　企
画
課
長

　第
二
次
災
害
復
興
計

画
は
平
成
26
年
度
内
と

い
う
限
ら
れ
た
期
間
で

の
策
定
と
な
り
ま
す
が
、

部
会
を
形
成
し
、
内
容

の
濃
い
も
の
と
し
ま
す
。

問
　子
ど
も
の
不
要
な

被
ば
く
を
さ
け
る
た
め
、

多
く
の
子
育
て
世
代
は

帰
還
し
な
い
と
決
断
し

て
い
る
が
、
今
後
、
町
と

の
関
わ
り
が
薄
れ
て
い

く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　子
育
て
世
代
、
あ
る

い
は
、
同
世
代
に
よ
る

部
会
を
形
成
し
、
新
た

な
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

を
作
成
す
る
こ
と
も
必

要
で
は
。

答
　町
長

　町
の
将
来
が
思
い
描
け

な
い
段
階
で
の
選
択
は
困

難
で
あ
り
、
若
い
世
代
よ

り
貴
重
な
意
見
が
挙
げ

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

検
討
し
ま
す
。

　な
お
、
国
は
帰
還
か
ら

移
住
政
策
へ
方
向
転
換
し

二
者
択
一
を
迫
っ
て
い
ま

す
が
、「
今
は
住
め
な
い
が

将
来
は
戻
る
」と
い
っ
た
長

期
退
避
・
将
来
帰
還
と
い

う
選
択
肢
を
国
に
提
言
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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問

答

定期的な放射線勉強会を
段階的に実施

問
　仮
設
住
宅
と
限
定

せ
ず
、
広
く
周
知
し
、

勉
強
会
へ
の
参
加
を
促

し
て
は
。

答
　生
活
環
境
課
長

　参
加
者
が
少
な
く
課

題
が
残
り
ま
し
た
が
、
各

自
治
会
長
と
協
議
し
事

業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

問
　定
期
的
に
開
催
す

る
年
間
事
業
計
画
を
。

答
　生
活
環
境
課
長

　勉
強
会
を
重
ね
、
段

階
的
に
実
施
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

問
　異
な
る
見
識
を
も

つ
講
師
を
複
数
依
頼
し
、

幅
広
い
知
識
が
得
ら
れ

る
勉
強
会
を
。

答
　生
活
環
境
課
長

　放
射
線
が
及
ぼ
す
影

響
な
ど
総
体
的
な
勉
強

会
と
な
り
ま
す
が
、
質

問
の
多
い
除
染
の
効
果

や
食
品
を
専
門
と
す
る

講
師
を
招
く
予
定
で
す
。

問
　身
体
に
及
ぼ
す
放

射
線
の
リ
ス
ク
等
を
正

確
に
知
っ
た
上
で
自
分

自
身
が
判
断
で
き
る
よ

う
、放
射
線
の
勉
強
会
を
。

答
　町
長

　今
年
度
は
、

町
お
よ
び
国
に
よ
る
放

射
線
勉
強
会
を
県
内
仮

設
住
宅
８
箇
所
で
開
催

し
、
放
射
線
に
対
す
る

不
安
や
疑
問
を
解
消
す

る
取
り
組
み
を
行
な
い

ま
し
た
。
次
年
度
以
降

も
、
よ
り
多
く
の
方
が

参
加
で
き
る
勉
強
会
を

継
続
的
に
開
催
し
ま
す
。

　ま
た
、
子
ど
も
た
ち

を
対
象
と
す
る
学
校
教

育
で
の
取
り
組
み
や
専

門
知
識
を
も
つ
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
相
談
窓
口
の
設

置
な
ど
を
国
に
強
く
要

望
し
ま
す
。

問
　再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
町
の
重
要
施
策

と
し
て
推
進
し
て
は
。

答
　町
長

　「原
子
力
に

依
存
し
な
い
社
会
へ
の

転
換
」を
第
一
次
復
興
計

画
等
で
位
置
づ
け
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
町
の
早
期
復
興
と
そ

の
機
運
を
高
め
る
た
め

に
大
い
に
活
用
す
べ
き

と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
ず
は
、
町
有
地
を

活
用
し
た
太
陽
光
発
電

事
業
に
取
り
組
み
、
得

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た

町
民
参
加
型
に
よ
る
太

陽
光
発
電
事
業
の
拡
大

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
太
陽
光
発
電

以
外
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
、
事
業
の
可

能
性
や
方
策
を
議
論
し

ま
す
。

問
　放
射
線
が
付
着
し

た
材
木
は
建
築
材
料
に

活
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
。
除
染
も
兼
ね
た
木

質
系
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

を
。

答
　副
町
長

　

　発
電
後
に
生
じ
る
焼

却
灰
の
処
分
方
法
な
ど

が
決
定
せ
ず
、
断
念
し

た
町
村
も
あ
り
ま
す
。

問
　町
の
重
要
施
策
と

し
て
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

を
第
二
次
復
興
計
画
に

掲
げ
、
町
に
研
究
施
設

の
誘
致
を
。

答
　副
町
長

　

　再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発
拠
点
と
し
て

郡
山
市
内
に
産
業
技
術

総
合
研
究
所
が
、
ま
た
、

除
染
に
関
す
る
研
究
所

の
誘
致
も
国
で
検
討
し

て
い
ま
す
の
で
、
町
は
第

二
次
復
興
計
画
策
定
の

過
程
で
検
討
し
ま
す
。

遠藤 一善 議員

　

 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

　

 

町
の
重
要
施
策
に

　

 

議
論
を
重
ね
、
積
極
的
に
推
進

問答
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ここを 提 言ここを 提 言
総
務
文
教

所
管
課

　○
総
務
課

　○
い
わ
き
支
所

　○
税
務
課

　○
企
画
課

　○
教
育
総
務
課

　○
出
納
室

　○
議
会
事
務
局

絆
を
深
め
る
機
会
を
提
供

　再
会
の
集
い
や
成
人
式
で
久
し
ぶ
り
に
会

え
た
こ
と
を
喜
ぶ
声
が
多
数
聞
か
れ
る
一
方
で
、

町
施
設
と
異
な
り
、
会
場
の
利
用
時
間
な
ど

に
制
約
が
あ
る
こ
と
で
、
十
分
な
交
流
時
間

が
と
れ
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

町
の
現
況
は

町
の
現
況
は

機
会
よ
り
有
意
義
な
ひ
と
時
へ

　全
国
各
地
よ
り
集
い
に
参
加
す
る
町
民
に
、

有
意
義
な
ひ
と
時
を
過
ご
せ
る
場
と
時
間
を

提
供
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
さ
く
ら
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
等
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
要
望
す
る
。

こ
こ
を
提
言

こ
こ
を
提
言

防
犯
対
策
を
実
施

　一
時
帰
宅
時
に
発
覚
す
る
盗
難
被
害
や
そ

れ
に
対
す
る
不
安
の
声
が
多
数
報
告
さ
れ
て

い
る
。

　防
犯
対
策
を
施
す
も
盗
難
防
止
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

更
な
る
防
犯
強
化
が
必
要

　町
内
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
な
う
消
防
団
員
の

増
員
と
車
両
感
知
式
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
導
入
、

双
葉
警
察
署
と
の
連
携
を
密
に
す
る
な
ど
、

防
犯
対
策
に
努
め
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

産
業
厚
生

所
管
課

　○
復
旧
課

　○
復
興
推
進
課

　○
農
業
委
員
会

　○
産
業
振
興
課

　○
健
康
福
祉
課

　○
住
民
課

　○
生
活
環
境
課

　○
生
活
支
援
課
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渡辺 三男 議員

問
　産
業
廃
棄
物
の
許

認
可
権
者
は
県
で
あ
る
。

町
の
意
見
は
反
映
さ
れ

る
か
。

答
　生
活
環
境
課
長

　

　現
行
法
で
は
放
射
性

廃
棄
物
を
埋
め
立
て
処

分
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
国
は
町
の
理
解

を
得
た
上
で
行
な
う
と

し
て
い
ま
す
。

問
　民
間
管
理
型
処
分

場「
フ
ク
シ
マ
エ
コ
テ
ッ

ク
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」

を
活
用
し
、
10
万
ベ
ク

レ
ル
以
下
の
放
射
性
廃

棄
物
を
処
分
す
る
国
の

要
請
に
対
す
る
町
長
の

考
え
は
。

答
　町
長

　

　管
理
型
処
分
場
は
、

除
染
を
進
め
復
興
を
図

る
上
で
重
要
な
施
設
で

あ
る
一
方
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
な
ど
に
少
な
か

ら
ず
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　有
識
者
で
構
成
さ
れ

た
県
産
業
廃
棄
物
技
術

検
討
会
で
指
摘
し
た
事

項
に
対
す
る
国
の
回
答

を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

町
民
の
意
見
等
を
十
分

踏
ま
え
な
が
ら
、
施
設

の
安
全
性
を
は
じ
め
、

問
題
点
を
整
理
し
て
い

き
ま
す
。

問
　県
の
中
間
貯
蔵
施

設
等
の
考
え
方
は
。

答
　町
長

　

　地
域
振
興
策
や
生
活

支
援
策
を
提
示
し
な
い

ま
ま
で
の
受
け
入
れ
は

難
し
く
、
今
後
も
知
事

を
先
頭
に
議
論
す
べ
き

問
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

問
　半
壊
以
上
家
屋
等

の
解
体
順
序
は
。

答
　町
長

　

　家
屋
解
体
ま
で
の
順

序
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
解
体
対
象
家
屋
等
の

現
地
確
認

②
家
屋
等
の
構
造
や
延

床
面
積
等
の
調
査

③
解
体
費
用
積
算
お
よ

び
解
体
作
業
発
注

④
家
屋
等
所
有
者
、
環

境
省
お
よ
び
解
体
業

者
の
三
者
が
立
会
し

解
体
日
程
等
を
調
整

⑤
解
体
作
業
実
施

問
　家
屋
解
体
と
賠
償

の
関
係
は
。

答
　生
活
環
境
課
長

　現
地
評
価
後
に
建
家

等
の
賠
償
が
決
定
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

解
体
申
請
受
付
時
に
確

認
を
し
て
い
ま
す
。

問
　国
へ
の
要
望
事
項

で
あ
る「
半
壊
未
満
家
屋

等
の
解
体
」は
。

答
　副
町
長

　

　国
は
、
復
興
庁
や
環
境

省
な
ど
の
関
係
省
庁
横
断

に
よ
る
検
討
チ
ー
ム
を
設

置
し
、
現
地
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
た
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　町
は
荒
廃
の
進
行
や
放

射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
状

況
等
を
鑑
み
、
解
体
対
象

と
な
る
よ
う
に
国
の
迅
速

な
対
応
を
事
あ
る
度
に
要

請
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
カ
ビ
や
腐
敗
、

小
動
物
の
侵
入
に
よ
る

柱
・
建
具
等
の
食
害
、

糞
尿
汚
濁
な
ど
に
起
因

す
る
対
象
範
囲
や
程
度

に
つ
い
て
国
に
特
例
的
な

運
用
基
準
を
示
さ
せ
る

べ
く
詰
め
の
調
整
を
し

て
い
ま
す
。

　

 

解
体
除
染
は

　

 

詰
め
の
段
階

問答

フクシマエコテッククリーンセンター

問

答

放射性廃棄物を民間企業に任せるのか
安全性と問題点を整理する
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問
　半
壊
未
満
の
家
屋

の
解
体
は
。

答
　環
境
省

　半
壊
未
満
の
家
屋
解

体
は
、
復
興
庁
を
中
心

に
検
討
し
て
お
り
、
年

度
内
に
は
結
論
を
出
し

ま
す
。

問
　地
方
自
治
体
の
声

は
政
府
に
届
か
な
い
の
か
。

答
　環
境
省

　決
し
て
町
民
の
皆
様
が

満
足
し
て
い
る
も
の
で
は

な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　町
議
会
お
よ
び
町
か

ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
強
い

声
を
政
府
に
伝
え
ま
す
。

　環
境
省
よ
り
役
場
郡

山
事
務
所
と
い
わ
き
支

所
内
に
被
災
家
屋
の
解

体
申
請
を
受
け
付
け
る

窓
口
を
開
設
す
る
と
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　窓
口
は
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
町
か
ら
半

壊
以
上
の
”り
災
証
明“

を
受
け
た
居
住
制
限
区

域
お
よ
び
避
難
指
示
解

除
準
備
区
域
の
町
民
の

家
屋
が
対
象
で
、
東
京

電
力
と
財
物
賠
償
手
続

き
の
完
了
後
に
環
境
省

が
解
体
し
ま
す
。

　環
境
省
は
除
染
の
進

捗
状
況
を
総
点
検
し
、

町
内
の
除
染
実
施
計
画

を
改
定
し
ま
し
た
。

　し
か
し
、
計
画
内
容

は
次
の
３
項
目
が
円
滑

に
達
成
さ
れ
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
い
ま
す
。

①
仮
置
き
場
の
確
保

②
同
意
取
得

③
一
日
あ
た
り
最
大

　３
千
人
の
作
業
員
確
保

　再
度
、
作
業
工
程
を

見
直
し
す
る
こ
と
も
あ
り

得
ま
す
が
、
汚
染
物
質
を

取
り
除
き
、
き
れ
い
な
町

を
形
成
す
る
た
め
、
丁
寧

な
除
染
作
業
を
行
う
よ

う
強
く
求
め
ま
し
た
。

②
除
染
工
程 

２
年
延
期

 

宅
地
除
染
の
目
標 

平
成
27
年
度
に

懇切丁寧に申請を受け付けします

コ
ココココ

を

問問問
質
問

コ
コ
を
質
問

コ
コ
を
質
問

被
災
家
屋
解
体
の
申
請
窓
口

 

郡
山
・
い
わ
き
に
開
設

町内除染のここがポイント
●宅地およびその近隣の農地・森林・上下水道（管路施設）・道路は、
平成27年度中に完了を目指す。

●上記以外の農地・道路・それらの近隣の森林は、平成28年度中に
完了を目指す。
●作業の加速化・円滑化を図り、可能な限り工期の短縮に努める。

16とみおか議会だより 178号 1616

　平
成
26
年
１
月
28
日
に
開
催
し
た
特
別
委
員
会
で
、

新
た
な
仮
置
き
場
の
設
置
と
改
定
さ
れ
た
町
内
の
除
染

実
施
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
環
境
省
よ
り
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

問
　個
人
や
事
業
所
を

問
わ
ず
、
町
内
全
域
の

ご
み
が
搬
入
で
き
る
体

制
を
。

答
　環
境
省

　法
令
を
遵
守
し
つ
つ
、

柔
軟
な
運
用
を
行
な
い

ま
す
。

問
　必
要
に
応
じ
た
法

改
正
を
行
な
い
、
町
内

の
環
境
整
備
を
早
急
に

願
う
が
。

答
　環
境
省

　現
行
法
の
範
囲
内
で

創
意
工
夫
し
、
町
と
と

も
に
帰
還
に
向
け
た
取

り
組
み
を
し
ま
す
。

問
　放
置
車
両
は
搬
入

対
象
か
。

答

環
境
省

　所
有
者
の
同
意
を
得

た
後
に
業
者
が
放
置
さ

れ
た
車
両
を
引
き
取
り

ま
す
が
、
引
き
取
り
が

で
き
な
い
車
両
は
仮
置

き
場
へ
搬
入
し
ま
す
。

問
　事
業
所
の
ご
み
は

搬
入
で
き
る
か
。

答
　環
境
省

　種
類
や
処
分
量
、
放

射
線
量
な
ど
様
々
で
あ

る
た
め
、
個
別
対
応
を

し
ま
す
。

排
水
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

問
　仮
置
き
場
へ
搬
入

す
る
廃
棄
物
の
種
類
は
。

答
　環
境
省

　搬
入
廃
棄
物
は
次
の

と
お
り
で
す
。

・
除
染
作
業
に
よ
り
発
生

す
る
廃
棄
物
や
土
壌

・
津
波
・
地
震
に
よ
り

発
生
し
た
が
れ
き

・
被
害
の
大
き
い
家
屋
の

解
体
ご
み

・
自
宅
の
片
づ
け
で
発
生

す
る
ご
み

・
町
内
の
イ
ン
フ
ラ
復
旧

事
業
で
発
生
す
る
工

事
廃
棄
物

　な
ど

問
　新
た
に
仮
置
き
場

を
確
保
す
る
理
由
は
。

答
　環
境
省

　既
に
約
48
㌶
を
仮
置

き
場
敷
地
と
し
て
確
保
し

て
い
ま
す
が
、
想
定
さ
れ

る
廃
棄
物
量
の
４
割
分
で

あ
る
た
め
、
新
た
に
帰
還

困
難
区
域
の
小
良
ヶ
浜
地

区
を
中
心
と
し
た
農
地
に

新
た
な
仮
置
き
場
の
設

置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
　仮
置
き
場
内
の
排

水
対
策
は
。

答
　環
境
省

　現
地
調
査
に
基
づ
き
、

①
新
た
な
仮
置
き
場

 

平
成
26
年
度
内
に
造
成

原発等
特別委員会

コ
ココココ

を

問問問
質
問

コ
コ
を
質
問

コ
コ
を
質
問



議会報編集
特別委員会

とみおか議会だより 178号19

　平
成
26
年
３
月
25
日
、
４
月
４
日
、

10
日
、
17
日
の
計
４
回
開
催
し
、
と
み

お
か
議
会
だ
よ
り
第
１
７
８
号
の
編
集

を
行
な
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
今
号
よ
り
、
新
た
な
議
会

報
編
集
委
員
で
紙
面
校
正
を
行
な
い

ま
す
。

　引
き
続
き
、
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　山
形
県
庄
内
町
は
平

成
17
年
7
月
に
２
つ
の

町
が
合
併
し
た
町
で
、

農
業
を
基
幹
産
業
と
し
、

人
口
が
約
２
万
３
千
人
、

平
成
25
年
度
一
般
会
計

お
よ
び
特
別
会
計
を
含

め
た
当
初
予
算
総
額
は

１
８
６
億
円
で
あ
る
。
合

併
に
伴
い
、
庄
内
町
議

会
と
し
て
の
議
会
報
発

行
の
歴
史
は
浅
い
も
の

の
、「
難
し
い
こ
と
を
や

さ
し
く
、
や
さ
し
い
こ
と

を
深
く
、
深
い
こ
と
を

ゆ
か
い
に
、
ゆ
か
い
な
こ

と
を
真
面
目
に
書
く
」を

発
行
の
方
針
と
し
、
切

磋
琢
磨
し
た
結
果
が
町

村
議
会
広
報
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。

　本
町
の
議
会
報
の
感

想
は
、
議
場
内
で
の
審

議
内
容
な
ど
が
極
め
て

真
面
目
に
作
成
さ
れ
て

お
り
、
読
者
が
最
後
ま

で
読
む
よ
う
な
ゆ
と
り

あ
る
紙
面
構
成
の
工
夫

も
必
要
で
は
な
い
か
と

助
言
を
受
け
、
編
集
委

員
一
同
共
感
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　今
後
も
、
研
修
で
学

ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
情

報
伝
達
の
迅
速
性
と
読

者
本
位
の
議
会
報
づ
く

り
に
心
が
け
、
更
な
る

向
上
を
目
指
し
た
い
と

考
え
る
。

【後列左から】　遠藤　一善 議員・　早川　恒久 議員
【前列左から】　山本　育男 議員・○堀本　典明 議員・
　　　　　◎高野　　泰 議員・　渡辺　英博 議員
 ◎：委員長　○：副委員長

感想・意見のカキコミ

　皆
さ
ん
に
お
使
い
い
た

だ
い
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
機
の「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

広
場
」で
、
議
会
報
に
関

す
る
意
見
交
換
が
あ
り
ま

し
た
。

　貴
重
な
ご
意
見
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　今
後
も
議
会
の
透
明

性
を
図
り
つ
つ
、
町
民
の

皆
様
に
正
確
か
つ
丁
寧
に

議
会
情
報
を
掲
載
す
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　引
き
続
き
、
ご
愛
読

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

議会だよりが読みやすくわかりやすい！
　議員さんの苦労と努力が紙面を見て良くわ
かりました。第二原発の廃炉も記名で理由も
あり、信頼できます。今後も被災者が求めて
いると思われる方向への惜しみない活躍を望
みます。新人議員さんのますますのご活躍を！

（男性）

Re：
私も見ました。実名で出すことはすごいです。
反対派の人達も町民がどう判断するかわかっ
ているのでしょうか？次の選挙が楽しみです。
今回の議会だよりはとっておいて次の選挙に
役立てます。皆さんの考えは？（女性）

Re:
今はやりの見える化でわかりやすく大変良い
ことです。内容も随分充実感があり、知りた
いところがQ&Aと言うのも良いですね。これ
からもさらに良いお知らせを、広報と共に待っ
てます。（^O^）v　（男性）

※原文のまま掲載

18とみおか議会だより 178号 1818

　平
成
26
年
３
月
４
日

に
開
催
し
た
特
別
委
員

会
で
は
、
東
京
電
力
㈱

よ
り
廃
止
措
置
等
に
向

け
た
中
長
期
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
沿
っ
た
取
り
組
み

と
福
島
第
一
原
発
の
１
号

機
か
ら
４
号
機
の
状
況

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　ま
た
、
下
表
の
と
お

り
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー

に
よ
っ
て
生
じ
た
事
象
に

つ
い
て
も
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

図
り
、
で
き
る
限
り
作
業

工
程
の
短
縮
に
努
め
ま
す
。

問
　東
電
復
興
本
社
と

し
て
や
る
べ
き
こ
と
は
。

答
　東
京
電
力
㈱

　避
難
区
域
の
見
直
し
、

上
下
水
道
や
イ
ン
フ
ラ

復
旧
の
進
捗
状
況
に
よ

り
ま
す
が
、
で
き
る
だ

け
福
島
第
一
原
発
に
近
い

地
域
へ
復
興
本
社
を
移

転
し
、
町
の
復
旧
と
復

興
に
力
を
入
れ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
機
会
を
設
け
、

弊
社
の
取
り
組
み
や
賠

償
に
つ
い
て
も
積
極
的
に

公
表
し
ま
す
。

問
　企
業
の
管
理
責
任

が
問
わ
れ
る
が
。

答

東
京
電
力
㈱

　作
業
員
は
厳
し
い
作

業
環
境
下
で
新
た
な
対

応
と
非
常
に
難
し
い
作

業
を
し
て
い
る
こ
と
は
理

解
し
て
い
る
も
の
の
、
社

会
全
体
か
ら
組
織
体
制

が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
ま
す
。

　今
後
、
作
業
指
示
お

よ
び
管
理
体
制
を
整
え
、

万
が
一
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
に
努
め
ま
す
。

問
　教
育
指
導
の
徹
底

と
作
業
環
境
の
改
善
を
。

答
　東
京
電
力
㈱

　作
業
環
境
の
改
善
を

問
　埋
設
物
等
を
正
確

に
把
握
し
て
い
る
か
。

答
　東
京
電
力
㈱

　事
故
前
に
管
理
し
て

い
た
図
面
も
十
分
に
確

認
で
き
る
状
況
で
は
な

く
、
加
え
て
新
た
な
工

事
に
か
か
る
図
面
も

各
々
の
現
場
で
管
理
し

て
お
り
、
一
元
管
理
が
で

き
て
い
ま
せ
ん
。

　今
後
、
一
元
管
理
体
制

を
構
築
し
、
作
業
ミ
ス
が

生
じ
な
い
よ
う
に
情
報
の

共
有
化
を
図
り
ま
す
。

問
　作
業
員
の
管
理
体

制
は
。

答
　東
京
電
力
㈱

　作
業
工
程
の
確
認
、

被
ば
く
線
量
数
、
人
員

配
置
や
作
業
時
間
な
ど

を
事
前
に
確
認
し
た
上

で
作
業
を
行
な
い
ま
す
。

問
　現
場
作
業
員
は
作
業

工
程
を
理
解
し
て
い
る
か
。

答
　東
京
電
力
㈱

　管
理
体
制
が
不
十
分

で
す
の
で
、
今
後
、
廃

炉
措
置
関
係
者
の
指
導

を
徹
底
し
ま
す
。

③
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
続
出

 

現
場
作
業
員
の
教
育
と
指
導
を
求
む

福島第一原発廃炉措置 ヒューマンエラーによる事象
①H６エリアタンクからの水の漏えい
　…………………………汚染水の送水先誤りで汚染水が漏れる
②２号機原子炉圧力容器底部温度計の監視除外
　…………………………電圧供給誤りで温度計が破損
③建屋止水対策工事中の電源ケーブル切断
　…………………………地中埋設物の確認怠り

問
題
点
を
指
摘

 

厳
重
注
意



とみおか議会だより 178号21

問
　青
森
県
六
ケ
所
村

に
あ
る
高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
棄
物
貯
蔵
管
理
セ

ン
タ
ー
と
同
等
施
設
が

必
要
で
は
。

答
　環
境
省

　貯
蔵
管
理
セ
ン
タ
ー
は

10
億
ベ
ク
レ
ル
以
上
の
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
を

ガ
ラ
ス
固
化
し
一
時
冷

却
・
保
管
す
る
施
設
で
す
。

　10
万
ベ
ク
レ
ル
以
下
の

低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

処
理
は
、
特
措
法
に
よ
り

既
存
施
設
で
の
埋
め
立
て

処
理
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

問
　放
射
性
廃
棄
物
処
分

場
と
し
て
適
し
て
い
る
か
。

答
　環
境
省

　処
分
場
と
し
て
適
す

る
よ
う
に
法
基
準
に
基

づ
く
対
策
を
講
じ
ま
す
。

ま
た
、
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
や
結
果
公
表
、

監
視
委
員
会
の
設
置
な

ど
で
施
設
の
維
持
管
理

体
制
を
整
備
し
ま
す
。

問
　豪
雨
対
策
は
。

答
　環
境
省

　一
時
的
に
貯
留
さ
せ
る

浸
出
水
調
整
槽
の
容
量

は
十
分
に
確
保
し
て
い

ま
す
。

問
　処
理
場
近
隣
の
六

反
田
川
へ
の
影
響
は
。

答
　環
境
省

　万
が
一
、
処
理
場
内
の

貯
留
槽
が
崩
壊
し
た
場

合
で
も
安
全
評
価
以
内

で
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　地
域
住
民
と
処
理

場
と
が
取
り
交
わ
し
た

協
定
内
容
を
見
直
す
べ

き
だ
。

答
　環
境
省

　地
域
協
定
に
は
放
射

能
に
関
す
る
事
項
が
明

記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
町

と
住
民
に
丁
寧
に
説
明

し
協
議
し
ま
す
。

問
　遮
水
シ
ー
ト
を
用

い
た
漏
水
対
策
は
万
全

か
。

答
　環
境
省

　遮
水
シ
ー
ト
の
破
損

は
、
搬
入
初
期
の
重
機

に
よ
る
も
の
で
、
後
に
破

損
が
生
じ
る
こ
と
は
非

常
に
稀
で
す
。
万
が
一
、

漏
水
が
確
認
さ
れ
た
場

合
は
、
全
廃
棄
物
を
取

り
除
き
補
修
を
し
ま
す
。

問
　全
廃
棄
物
を
セ
メ

ン
ト
で
固
形
化
し
、
少

し
で
も
放
射
線
量
を
軽

減
す
べ
き
で
は
。

答
　環
境
省

　セ
シ
ウ
ム
の
溶
出
度

合
で
セ
メ
ン
ト
固
形
化

を
決
定
し
ま
す
。
溶
出

し
に
く
い
主
灰
な
ど
は

固
形
化
せ
ず
、
水
を
通

し
に
く
い
土
で
覆
い
、
放

射
線
対
策
を
講
じ
ま
す
。

20とみおか議会だより 178号 2020

問
　帰
還
困
難
区
域
内

に
処
理
施
設
や
中
間
貯

蔵
施
設
を
集
約
す
る『
双

葉
郡
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
』を
示
す
べ
き
で
は
。

答
　環
境
省

　双
葉
郡
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
示
す
以
前
に
町

村
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

問
　住
民
帰
還
の
妨
げ

と
な
る
が
。

答
　環
境
省

　既
存
施
設
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
よ
り
早
く
生
活

空
間
か
ら
廃
棄
物
を
除
去

す
る
こ
と
が
で
き
、
早
い

復
旧
・
復
興
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　廃
棄
物
の
運
搬
過

程
で
公
道
な
ど
が
再
汚

染
す
る
の
で
は
。

答
　環
境
省

　搬
入
前
お
よ
び
積
載
後

に
は
放
射
線
量
を
測
定
し

安
全
評
価
を
し
ま
す
。

　平
成
26
年
２
月
３
日

に
全
員
協
議
会
を
開
催

し
、
双
葉
郡
内
の
生
活

ご
み
や
避
難
区
域
の
廃

棄
物
、
県
内
の
指
定
廃

棄
物
を
民
間
の
管
理
型

処
分
場
に
埋
め
立
て
処

分
す
る
計
画
案
に
つ
い
て

環
境
省
よ
り
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　同
省
は
既
存
の
施
設

を
利
用
し
て
処
分
を
進

め
る
こ
と
が
、
復
旧
・
復

興
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
や

住
民
帰
還
に
つ
な
が
る

と
し
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
施
設
の
必
要

性
に
は
一
定
の
理
解
を
示

す
も
の
の
、
計
画
案
で
示

さ
れ
た
同
処
分
場
の
利

用
や
埋
め
立
て
方
法
の
安

全
性
を
危
惧
す
る
意
見

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

①
国
の
説
明
に
疑
問

　管
理
型
処
分
場
計
画
案

全員協議会

コ
ココココ

を

問問問
質
問

コ
コ
を
質
問

コ
コ
を
質
問

管理型処分場計画案　概要
●処分場所在地　　富岡町大字上郡山字太田地区内
　　　　　　　　　　（フクシマエコテッククリーンセンター）

●処 分 場 面 積　　約９.４ヘクタール

●埋立対象廃棄物　　①双葉郡８町村の生活ごみ
　および処分期間　　②避難区域内の廃棄物
　　　　　　　　　　③福島県内の指定廃棄物（10万ベクレル/kg以下）
　　　　　　　　　　①は約10年間、②および③は約６年間

●監視・監督責任　　環境省が責任をもって埋立処分を実施
　　　　　　　　　　・環境モニタリングとその結果の公表
　　　　　　　　　　・安全監視委員会の設置
　　　　　　　　　　・万が一、事故が発生した際の対応



ひざを交え 意見を交換ひざを交え 意見を交換
応急仮設住宅自治会と議員との懇談会

とみおか議会だより 178号23

　平
成
26
年
２
月
６
日

に
安
達
太
良
応
急
仮
設

住
宅
自
治
会（
大
玉
村
）

と
議
員
と
の
意
見
交
換

を
行
な
い
、
貴
重
な
意

見
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

　こ
こ
で
は
、
寄
せ
ら

れ
た
主
な
質
問
等
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

問
　仮
設
住
宅
敷
地
内

の
仮
設
診
療
所
と
え
び

す
講
市
場
の
継
続
を
お

願
い
し
ま
す
。

答
　議
員

　町
は
継
続
す
る
考
え

で
あ
り
、
議
会
も
継
続

す
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

問
　復
興
公
営
住
宅
に

入
居
を
希
望
す
れ
ば
、

間
違
い
な
く
入
居
で
き

ま
す
か
。

答
　議
員

　完
成
次
第
、
入
居
可

能
で
あ
り
、
追
加
希
望

に
よ
っ
て
は
増
棟
を
検

討
す
る
と
村
よ
り
伺
っ

て
い
ま
す
。

答
　議
員

　大
玉
村
の
協
力
に

よ
っ
て
復
興
住
宅
の
整

備
が
実
現
で
き
ま
し
た
。

　村
に
迷
惑
が
か
か
ら

な
い
よ
う
に
、
入
居
希

望
の
意
思
を
明
ら
か
に

し
て
く
だ
さ
い
。

問
　若
者
の
雇
用
の
場

を
確
保
し
て
欲
し
い
の

で
す
が
。

答

議
員

　村
と
の
協
議
が
必
要

で
す
が
、
現
状
は
難
し

い
で
す
。

　若
者
の
働
く
姿
勢
と

意
欲
を
わ
き
立
た
せ
る

施
策
が
必
要
で
あ
る
と

感
じ
ま
す
。

問
　除
染
し
て
も
震
災

以
前
の
町
に
は
戻
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

　無
駄
と
思
え
る
お
金

は
使
わ
な
い
方
が
良
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答
　議
員

　除
染
は
町
民
を
帰
還

さ
せ
る
も
の
で
は
な
く
、

町
を
き
れ
い
に
す
る
も

の
で
す
。

　今
、
除
染
を
し
な
け

れ
ば
、
町
全
体
が
失
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

問
　内
部
被
ば
く
検
査

が
気
軽
に
で
き
る
移
動

検
診
車
の
配
備
を
お
願

い
し
ま
す
。

答
　議
員

　交
通
弱
者
と
言
わ
れ

て
い
る
高
齢
者
や
こ
ど
も

た
ち
の
こ
と
を
考
え
、
国

や
県
、
町
と
協
議
し
ま
す
。

活発な話し合い

22とみおか議会だより 178号 2222

　平
成
26
年
３
月
５
日

に
開
催
し
た
全
員
協
議

会
で
は
、
町
の
本
格
復
旧

の
足
が
か
り
と
な
る
取
り

組
み
な
ど
に
つ
い
て
町
よ

り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　本
町
は
一
部
の
地
域
で

除
染
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

着
手
し
、
徐
々
に
復
旧
へ

向
か
っ
て
い
ま
す
が
、
将

来
を
見
据
え
た
復
興
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　町
の
未
来
に
向
け
た

具
体
的
事
業
と
し
て
、
安

全
・
安
心
で
持
続
可
能
な

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
を
積
極
的
に
推
進
す

る「
富
岡
太
陽
光
発
電
所

発
電
事
業
計
画
」の
提
案

を
受
け
ま
し
た
。

設
置
す
る
に
は
規
制
が
多

く
、
農
林
水
産
省
内
で
協

議
を
進
め
て
い
る
と
伺
っ

て
い
ま
す
が
、
今
の
と
こ

ろ
設
置
許
可
の
見
込
み
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　町
の
農
業
政
策
と
一
体
と

な
っ
た
土
地
利
用
計
画
の
準

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
特

措
法
、
ま
た
は
、
規
制
緩

和
を
国
に
求
め
ま
す
。

問
　町
民
に
対
し
、
町

が
取
り
組
む
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
や
方
針
の
丁
寧
な

説
明
を
。

答
　副
町
長

　再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
用
し
た
事
業
を
企

画
・
立
案
す
る
シ
ャ
ー
プ

㈱
は
、
原
発
被
災
の
本
町

を
全
般
的
に
考
え
、
復
興

支
援
に
協
力
的
な
会
社

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　町
の
復
興
に
取
り
組

む
姿
勢
は
第
二
次
復
興

計
画
で
示
し
、
広
く
情

報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

問
　工
業
団
地
を
選
定

し
た
理
由
を
。

答
　企
画
課
長

　工
業
団
地
は
開
発
許

認
可
な
ど
の
制
約
が
少
な

く
、
迅
速
な
事
業
の
立
ち

上
げ
が
可
能
で
、
目
に
見

え
る
復
興
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　ま
た
、
避
難
指
示
区

域
内
の
工
業
団
地
へ
進
出

す
る
企
業
が
少
な
い
こ
と

も
理
由
の
一
つ
で
す
。

問
　農
地
に
太
陽
光
発
電
を
。

答
　町
長

　農
地
に
太
陽
光
発
電
を

②
復
興
の
足
が
か
り
に

 
富
岡
工
業
団
地
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置

太陽光発電所　発電事業計画　概要
■施 設 規 模　2190kW（２メガソーラー）
　　　　　　　　年間発電見込量　2,302,000kWh/年
　　　　　　　　（一般家庭約600世帯分）
■事 業 用 地　富岡工業団地　31000㎡
■事 業 主 体　シャープ㈱とリース会社による合同会社
■発電事業期間　完成後～20年間

コ
ココココ

を

問問問
質
問

コ
コ
を
質
問

コ
コ
を
質
問



■
発
行
／
富
岡
町
議
会

　
　
■
編
集
／
富
岡
町
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　
■
富
岡
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ〔
災
害
版
〕 http://w

w
w

.tom
ioka-tow

n.jp/

　
　
■
印
刷
／
㈱
日
進
堂
印
刷
所

この印刷物は、ＦＳＣ® の基準に
従って認証され、適切に管理され
た森からの木材を含んだ用紙を使
用して印刷しています。

富岡町公式 HP

［災害版］

議
会
だ
よ
り

と
み
お
か

この印刷物は、ＦＳＣ® の基準に
従って認証され、適切に管理され
た森からの木材を含んだ用紙を使
用して印刷しています

富岡町公式 HP

［災害版］

みなさまの声をお聞かせ下さい！
編集委員会では、議会に対する町民の声を議会だよりに掲載したいと考えて
おります。議会傍聴時の感想等なんでも結構ですのでお声をお寄せ下さい。
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本
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委

　員 

渡
辺
英
博

議

　長 

塚
野
芳
美

富岡町 で

次回の議会だより表紙写真を

大 募 集 電話 0120-33-6466

平成26年
７月15日（火）まで

応募方法などについては、
議会事務局までお問い合わせください。

応 募 締 切 日

ととととととととととここここここここよよよよよよつつつつよよよよち ととひとこよつち ととひとこよつち ととひとこよつ

Q．富岡町の思い出は？

A．
•友達と明るく元気に遊んだ毎日
•外で元気に遊んだこと
•広い校庭での運動会
•持久走記録会
•修学旅行
•満開のさくら並木を歩いたこと

A．
•復興が早く進んで、安心して暮らせる町に

なってほしい。
•線量が高いので今は無理でも、将来自分に

子供ができたときに、一緒に安心して帰れ
る富岡町になっていればいいなと思う。

•両親に今は帰れないと言われているけれど、
将来的には帰りたい。

•震災前と同じように普通に暮らせる町に
なってほしい。

•友達みんなが帰ってきて、海でも川でも
水遊びができるような町になってほしい。

•震災前と同じように、家族みんなで楽しく
過ごせる町になってほしい。

Q．将来、富岡町がどんな町になればよいと思いますか？

富岡中学校（三春町）で新中学生に
編集委員がインタビューしましたので
ご紹介いたします。

新中学生のみなさん

　暖
か
い
春
の
風
を
感
じ
る
事

の
で
き
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　今
回
の
ち
ょ
っ
と
ひ
と
こ
と

は
、
今
年
４
月
に
富
岡
一
中
、

二
中（
三
春
校
）に
進
学
し
た
新

中
学
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た

内
容
で
す
。

　生
徒
の
み
な
さ
ん
が
富
岡
町

の
豊
か
な
自
然
の
中
で
過
ご
し

た
思
い
出
を
大
切
に
持
ち
続
け

て
い
て
、
将
来
帰
れ
る
環
境
が

整
え
ば
、
帰
り
た
い
と
思
っ
て

い
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ
る
事

が
で
き
ま
し
た
。

　子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
富
岡

町
の
未
来
を
守
る
た
め
に
、
今
で

き
る
事
を
し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
い
く
と
い
う
思
い
を
、
さ
ら
に

強
く
し
ま
し
た
。

 

（
堀
本

　典
明
）


